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新型コロナ「困りごと」お聞かせくださいＱ＆Ａ【飛騨市公式ホームページ】 

 

【令和３年 2月分】 
■１月28日～2月 16日分（件数：１件） 
１．職場におけるマスク着用の啓発方法 
Ｑ 社員常駐 3人程の会社にて内務をしております。感染防止対策で各デスクにパーテーション、不織布

のマスクと手指消毒用のアルコールが会社より支給されました。社員の 1人がマスクもせず話しかけて

きたり、会話をしていたりしていてとても不快なります。自分ももちろんですが、感染してないとも言

いきれません。いつどこで感染してしまうかもわかりません。ちなみにその人はマスクをつけている時

もありましたが、特にマスクをつけられない理由はありません。このご時世ですので、マスクをするの

もマナーかと思いますし、保育園児も毎日マスクをつけて登園しております。子ども達だって頑張って

いるのに・・・と思ってしまいます。注意しようにも、ハラスメントやマスク警察のようにならない

か・・・と考えてしまい、言い出せません。かと言って意識が低いとしか思えずイライラさえします。

会社にも行きたくないとすら思ってしまいます。啓発できるような、なにかいい方法や、対象法などあ

ればと思います。よろしくお願いします。 

Ａ 飛騨市においても感染者が確認されており、ご心配のことと思います。 

  職場においてどんなに感染対策が施されていても、一人ひとりの意識や実践がなければ、その効果は

弱まってしまいます。 

  しかし、感染予防についてはどうしても人によって意識の差があることも事実です。職場がすぐ変わ

らなくても、まずは感染からご自身を守る行動を引き続きお願いします。ご自身がマスクをしているこ

とで感染リスクを減らすことができます。また、ウイルスに触れた手で、目・鼻・口を触ることから感

染しますので、手洗いや手指消毒が感染を防ぎます。換気の頻度を増やすこともリスク軽減につながり

ます。 

  市においては、これまでもマスクの必要性についてチラシ等により周知をしてきたところですが、引

き続き事業所等にも感染防止対策を実施していただくよう呼びかけていきます。 

  なお、市では、どなたにも予防行動をとっていただきたく、マスク着用を啓発できるポスターを準備

しています。まだ活用されてみえないようでしたら、ご利用いただくことも一案かと思います。（ホーム

ページからダウンロードできます。） 

 

 


